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(1)はじめに
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2東邦ガスグループの中期経営計画(2022-25)における位置づけ

 東邦ガスの中期経営計画は、グループビジョンで掲げた目指す姿の実現に向けた第一ステップと位置付けられており、
新たな成長に向けて取り組む4つのテーマの一つとして、カーボンニュートラルの推進を掲げている。
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3東邦ガスグループの中期経営計画(2022-25)における位置づけ

● 中期経営計画におけるカーボンニュートラルの推進では、本基金テーマである「CO2分離・回収」「メタネーション」の
技術開発・実証に取り組んでいくことを表明。 ※同内容を統合レポートにも掲載。

中期経営計画（抜粋）
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4

 ガス・水素・電気の3つのエネルギーを軸に、カーボンニュートラルに資するエネルギーシステムの構築を目指す。

 このためのキーテクノロジーであるカーボンリサイクル技術の入口として、CO2分離回収について、利用用途や時間軸
を踏まえて、様々なケースの技術開発に取り組んでいる。

自社での取り組み

2-1 需要家先を対象とした
CO2分離回収技術

NEDOムーンショット事業
(2020～2029)での取り組み

2-3 大気中CO2を対象とした
CO2分離回収技術

NEDOグリーンイノベーション基金事業
（2022～2030）での取り組み

2-2 LNG基地近傍の発電所等
を対象としたCO2分離回収技術

将来のエネルギーシステム



(2)Cryo-Capture 技術開発内容
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6Cryo-CaptureⓇについて

 Cryo-CaptureⓇは、LNGを気化させる際に発生する冷熱を有効活用することで、吸収液の再生に要する熱エネルギーを大幅
に削減しうる技術。通常の化学吸収式の加熱再生とは異なり、LNG冷熱によるCO2の昇華により、動力レスで減圧再生するこ
とで、最小のエネルギー投入でCO2の回収を目指す。

 また、ドライアイスから圧縮機レスで高圧のCO2や液化炭酸を取り出すことも可能。

LNG船 LNG基地
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7グリーンイノベーション基金事業における研究開発・実証試験の範囲

 LNG未利用冷熱を活用したCO2分離回収技術「Cryo-CaptureⓇ 」の開発およびLNG基地でのパイロット実証を計画。

 パイロット実証(2028年度～)の段階においては、Cryo-CaptureⓇで回収したCO2と、水電解等で製造した水素を用いて、メ
タネーション設備によるe-メタンの製造、都市ガス原料化まで含めたカーボンリサイクル一連の実証を行う計画。
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◆化学吸収液
によるCO2捕捉

◆減圧再生に
よるCO2放散

◆ドライアイスの復温による
「高圧CO2」or「液化炭酸」で送出

◆LNG冷熱を利用したCO2のドライアイス化
（昇華）による動力レスなクライオジェニックポン
プ（真空ポンプ）

◆CO2濃度10％
以下の燃焼排ガス

回収したCO2

CO2源

 Cryo-CaptureⓇは、LNG廃冷熱を有効活用することで、吸収液の再生に要するエネルギーを大幅に削減しうる技術。

 通常の化学吸収式の加熱再生とは異なり、LNG冷熱によるCO2の昇華により、動力レスで減圧再生することで、最小のエネル
ギー投入でCO2の回収を目指す。

Cryo-CaptureⓇの特長
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研究開発内容 昇華槽の運転方法(イメージ) 9

 具体的な構造・運転方法はシステム開発の中で検討中だが、初期案としては3槽程度の熱交換器(シェル＆チューブ)が、切り
替え運転することで、①昇華(固化)、②昇華(気化)・排出を連続的に運転することを想定。
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10グリーンイノベーション基金事業における研究開発目標（戦略ビジョンから抜粋）

・CAPEX＋OPEX＜3,000円/t-CO2に必要

• 吸収液開発

研究開発項目

KPI

1

ガスエンジンや工場からの排ガス（10万t-CO2/年級）を対象に、カーボンリサイクルに適用
可能で、回収コスト2,000円台/t-CO2を実現とするCO2分離・回収技術を確立。

アウトプット目標

・ローディング差＞0.05mol/mol

• システム開発2

• 商用化開発3

LNG未利用冷熱を活用したCO2
分離回収技術：Cryo-Capture Ⓡ

KPI設定の考え方

・補機動力＜0.43GJ/t-CO2

・CO2回収率＞90%
・回収CO2純度＞95%
・冷熱利用率※＞50％
※(活用した冷熱量／LNG保有冷熱量）

・建設費＜190億円/(100万t-
CO2/year)
・耐用年数＞25年
・修繕費＜CAPEX×2%

・ Cryo-Capture作動条件において従来液
（MEA/水）より大きいこと

・CAPEX＋OPEX＜3,000円/t-CO2に必要
・カーボンリサイクル(メタネーション)にあたり必要
な純度

研究開発内容
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11開発スケジュール

N

E

D

O

先
導
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

研究開発項目・事業規模

③ 商用化に向けたス
ケールアップ設計検討
(当初：3.5億円/3.5

億円)

実施スケジュール
2021 2025 2030

研究開発期間（国費負担有）

実施主体
…

事業化

社会実装

研究開発項目 研究開発内容
(総事業規模/国費負担額)※

② システム開発
(当初：47.5億円
/40.8億円)

① 吸収液開発
(当初：4億円/4億円)

名古屋大学
-中央大学

東邦瓦斯
-日揮
名古屋大学
-九州工業大学
-九州大学

東邦瓦斯
-日揮
名古屋大学

スケールアップ設計検討
【～3,500t-CO2/day級）

KPI：建設費<190億円/(100
万t-CO2/year)
耐用年数＞25年

修繕費<CAPEX×2%

成果活用

Cryo-

CaptureⓇ

KPI：ローディング差
>0.05mol/mol

2次以降吸収液選定・物性評価

吸収液量産検討

技術見極め技術見極め

マイルストーン:
ベンチ機設計完

マイルストーン:
パイロット機設計完

パイロット機（1t-CO2/day）＠東邦瓦斯
設計 製作 評価

ラボ機（3kg-CO2/day）評価

マイルストーン:
基礎データ取得完

数値解析、プロセスシミュレーション

成果活用
開発連携

成果
活用

成果活用
(随時)

KPI：補機動力<0.43GJ/t-CO2

CO2回収率>90%
回収CO2純度>95%
冷熱利用率>50%

マイルストーン:
スケールアップ
課題抽出完
耐久性課題
抽出完

ベンチ機（50kg-CO2/day）＠名古屋大学
製作 評価 改造 評価

ベンチ機（50kg-CO2/day）＠東邦瓦斯
製作 評価

:ステージゲート審査 :ステージゲート審査

ベンチ機での実機検証へ成
果活用・開発連携(随時)

N次以降吸収液選定・物性評価

パイロット機での実機検証へ成
果活用・開発連携(随時)

成果活用
(随時)

成果活用
(随時)

ラボ機での実機検証へ成果
活用・開発連携(随時)

複数吸収液の
特性評価を通
じたシステム高
効率化検討

模擬・実排ガスの
システムへの影響
調査・耐久試験ベンチ機（50kg-CO2/day）

設計

成果活用

実排ガス影響調査・耐
久試験を踏まえた更な
るシステム高効率化・
高性能化等検討

N次吸収液実排
ガス耐久試験

成果活用
(随時)

大型化
拡販

当初計画

実績

当初計画

実績

当初計画

実績

ラボ機改造(名大)
耐久用ラボ機製作(東邦)

事業開始
7月
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(3)Cryo-Capture 社会実装

12
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13

 回収したCO2を原料として製造した合成燃料(e-methane)は、利用しても大気中のCO2を増加させない。

 また、都市ガスの既存インフラを有効活用できるため、社会コストの低減にも資する。

13
海外メタネーション設備

水電解

水素運搬船

国内メタネーション設備

CO2 H2

H2 CO2

分離・回収・再利用

回収･再利用

製造部分以外は都市ガスの既存インフラ・消費機器が有効活用可能

水

素

e
―

m

e

t

h

a

n

e

大気中の
CO2

０
増えない

大気中の
CO2

±０
増えない

＜製造＞

製造から海上輸送・受入・配送・消費まで全てのインフラ・機器を新たに設置する投資が必要

＜製造＞ ＜海上輸送＞ ＜貯蔵＞ ＜配送＞ ＜消費＞

新設

新設

新設

発電

＜製造＞ ＜海上輸送＞
既設

メタン メタン

メタン

輸送効率
同一体積当たりの運べる熱量

100 150 230

液化
水素

液化
アンモニア

液化
メタン

（参考）ビジネスモデル確立への取り組み (1) メタネーション
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14（参考）ビジネスモデル確立への取り組み (1) メタネーション

東邦ガス株式会社（社長：増田 信之）は知多市と連携し、バイオガス由来の二酸化炭素（CO2）を活用したメタネーション※１実証試験に取り組みます。

本実証試験は、知多市南部浄化センターで下水汚泥処理により発生するバイオガス由来のCO2 と、冷熱発電※２等による電力を用いて製造する水素を原料と
してメタネーションを行い都市ガス原料として利用するもので、地域資源の有効活用に資する取り組みです。メタネーションによって合成されたメタンを都市ガス原料とし
て利用するのは国内初となる見込みです。将来的にはメタネーション設備の大規模な社会実装により、ガス自体の脱炭素化を目指します。

※１ 水素と二酸化炭素を利用して都市ガスの主成分であるメタン等を合成する技術。メタネーションによって合成されたメタンの利用(燃焼)によって排出されるCO2と、メタネーションの原料とし
て回収されるCO2が相殺されることから、大気中のCO2が増加せず、カーボンニュートラル実現に貢献するもの。

※２ LNG（液化天然ガス）の持つ冷熱を活用した発電方式。

【メタネーション実証試験の概要】
(1)場所：知多LNG 共同基地敷地内
(2)期間：2023 年度～2026 年度（予定）
(3)役割：知多市：バイオガス由来のCO2 の提供

東邦ガス：メタネーション設備の構築
システム全体での効率評価 等

知多市と連携した「バイオガス由来のCO2を活用したメタネーション実証試験」について

電気

水電解装置

e-meth
ane

都
市
ガ
ス
利
用
等

CO2 回収・利用

下水処理場

バイオガス

（精製後）

〈メタネーション実証〉

水素

メタネーション設備

精製装置

▌バイオガス由来のCO2と冷熱発電等の電力を利用した
メタネーションを2023年度内の運転開始を計画

未利用エネルギーを
活用した冷熱発電等
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15（参考）ビジネスモデル確立への取り組み (1) メタネーション

2030年1％導入に向けて、東京ガス・大阪ガス・三菱商事と連携し、米国キャメロンPJ近傍における
メタネーション事業の共同FSに着手しており、25年度上期の投資意思決定に向けて検討中。

将来的な事業イメージ
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16（参考）ビジネスモデル確立への取り組み (2) CCS



ご清聴ありがとうございました。
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